
 eN arts                  〒605-0073 京都市東山区祇園町北側円山公園内八坂神社北側  
                                   www.en-arts.com | info@en-arts.com | 075-525-2355 

 

「眼差しと指差し」 
山西 杏奈 個展 

 

2026年2月1日（日）- 2月28日（土） 

上記会期中 金・土・日 12:00-18:00 開廊 

アポイントメント 承ります 

入場無料 

 

 

 

何かを見て「指を差す」という行為は、幼児が言葉を話し始める前に最初に行うコミュニケーション行動だと言いま

す。触る/掴む/舐めると言った身体的なアクションではなく、言葉を使った客観的な表現でもない、その中間にあ

る「指差し」が持つ自分と世界との独特な距離感にとても惹かれるものを感じます。作品を作るとき、自分が対象の

何を捉えたいのか、どのような形式を使って世界を見ているのか、それらをよくよく観察することで、タマネギの皮

を剥くように違った世界が現れてくる楽しみがあります。もしかするとそれは幼児の「指差し」期に見た世界の透明

な輪郭を、再び外側から再発見している喜びなのかもしれません。 

 

私は大学時代は工芸科で漆工を学びました。漆は液体なのでそれを塗るための形が必要ということで、私は好き

だった木を選び制作を始めることにしました。しかしその後、どうしても作った形の上に漆を塗ることはできません

でした。後から考えれば、形/表面という表裏一体の存在のどちらかに重きを置いて扱うことが自分にとって難し

かったのだと理解しました。このような学生時代の経験がもとになり、形/表面の関係に関心を持ち今日まで作品

を展開しています。世界の全ては表面しか見ることができないということ、そこに常に付随する存在/不在の問題

について制作を通して考えています。 

山西杏奈 
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eN artsは２０２６年２月１日（日）より２月２８日（土）まで、山西杏奈個展 「眼差しと指差し」 を開催いたします。本展

で山西は、作品を単なる立体物としてではなく、知覚のあり方そのものを問い返す場となるべく新作を発表しま

す。 

 

何を焦点として捉え、どのような形式によって世界を切り取ってゆくかを丹念に検討する過程は、完成形を目指す

造形行為というよりも、認識の条件をひとつずつ ずらせていく試みに近く、結果として現れる作品は、明確な意味

や象徴を誇示せず、見る者の理解が立ち上がる以前の段階にとどまり続けます。 

 

漆芸科という工芸の分野における学びを背景に、山西は立体の構造と外観とを切り分けて扱うことの困難さに直

面してきました。「形／表面を同等に扱いたい」という彼女の態度は、彫刻を自律した量塊として成立させる従来の

方法論から距離を取り、造形を知覚の現象として捉え直す実践なのかもしれません。 

 

山西杏奈の作品は、木彫=確かな実体 であると同時に、余白を含み込んだ不安定な状態をも保持しています。

私たちが世界を理解する際に、常に外側の様相に依拠する鑑賞者自身の前提や認識を疑問視し、浮かび上がら

せる媒介として機能しているようにも見えます。 

 

本展では、見ることの起点を問いながら、私たちが無意識のうちに信じてきた対象との距離感や知覚の透明性を

揺るがす「『眼差しと指差し』という身振りの反復」を経験していただきたいと願っております。 

 

eN arts | ロウ直美 
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